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　宇宙開発委員会第四部会は，放送衛星2号一a（BSL2a）の太暢電

池・・ネ・レ姓じた不貼敏伽て・昭禾・6・年9月2・日以辛・三三

謙行ってきたが，こ嘩びそ鷹果をと摯靴めたので報告する・∫
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1．放送衛星2号一a（BS－2a）の電源系及びテレメトリ

系の概要について

（1）衛星の概要　　　　　　　　1∴』一一　T・一㍉汁∴伽

　　’放送衛星2号＝a（BS－2“a）は，‘：放送徳星k関ナ二二術の開発

　　を進めるとともに，一テレビジ・ン放送ゐ難視聴解消等を図るととを目

　亀的とした衛星で，昭和5’9年：1朔23－白lN－H’ログッド5与；機（F）

　甚より打ち上げられ，r東経110度の静止軌道に投入さ轟た5

　　衛星の形状及♂主要諸元ぱ∴それぞれ図ゴ友参表iに示すとおりで

　ある。

（2）　電源系ρ概要

　　BS－2aの電源系は・太隣電池パネル・，バッテリ・電力制御器・・

シャント● ｩベータ・電力三三・火工品制御畢酔…ネス

　の各コンポーネントから構成されている。各コγポーネントの機能及び

　電源系の系統図は，それぞれ表2回忌図2に示すとおりである。

　　このうち，太陽電池パネルは，図3に示すように片翼で2枚（内側

　パネル及び外側パネル），両翼（北翼及び南翼）で4枚のパネルで構

　成されている。各パネルの構成は，図4に示すようk，7つの回路

　（ストリングと呼ぶ）からなっている。1ストリングは5並列78直

　列の太陽電池セルから成って回り，中間にシャント・デシベータへ接

続さ禍シャント●タヅがある・勘のズラ獺邸説錦へ電

流が流れる ﾏ話する脚騰ダイ三三．膿続されて唾

　　シャ、ント’デシ㌻璽・ベネル醗9ヨー鄭に回付肪蓼

　おり・太陽電池回生電力のうち，衛星本体に必要とされる電力以外の

　余剰電力を消費し，これによりバス電圧を一定に制御する機能をもつ
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（5）　テレメトリ系の概要

　　卵73・．の勿ヂ回・コrン係は図5引すと稗である・

rρう・ち∵テヒ嚇リ紋アレメトリ●干ン㌃ぞ・一β轡ド送信

概s／K7・プr．ン㌻タ拶ぐく．ソ，，ド7ヅナ・∴理ン、ドτンテナ

鞭らな外騨耐よう既レそ回．●デ「タが伝斑樋・テレ

，型系囚縛ブ冷勿ち∴テレか！∴旧著・コニぞ、・sノくン

　ド送信機及びs／Kア・プコンバー四ついては・冗即成わて

　いる。
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・2・・木陽電池パネルの三生電力低下につ9｝て、．、

　（1》．発生電力低下の状況、

　　　BS憎2㌃aの太陽輩池の肇生電力にρいては，昨年末かち、テレメト

　　リ・・．デニタ、により．・一殺計時に見摯んだ放射線等に穿る電力低下量に比

　　べて，低下の程度が大ざいと考衆られる抹綿が南っ珍。

　　　レかしなカ1島’・通常Q運用中に得られるテヒ・メ∫ト．リ漕デ三三からは，

　　三三電力を精度泉く求φるこ，と声軍難をため・実際に電刀が低下して

　，・’いるのか，湿るいは測定誤差（P範囲内にあるのかを明確にすることが・

　1：でき，をかった・、、

　　　このため，発生電力を精度良く求める試験方法に？やて検討を進め

　　驚結果・季節的に発隼軍刀が三三少，くなる夏至：付近でr、衛星消費電力

　ジ～を増力口さ繕で発隼電刀を濠1」思すう1方法力『最適で南，る、と三三ちれた・・

　　紙ζ：のむとより，夏至付近‘（本年6凋1』2旦1），に試験を行？たどころ・

　・・∫太陽軍記発隼電力越約7。40Wであっ・左・，ζ㊧．填越2∫宇：声空間でξ）放

　　射線等による劣化を考慮レた発生電力の設計予測恒無9Wより約170

＿彫・W低いも㊥で：あ三指本三軍鞄で｛不ル姪何ら．かの不具合湿生．Pズいるこ

填．ど謝明した6一・ヨ．．♂．ゴ．回雪、、

バ（2）溌蝿撫下ρ原照明・・：己貯L

．∵Φ∴木陽電濫淫電力ρ三三㊧之⑳郵道上三三ρ辮二二

　　　．、木陽電池で発生す、る．電刀は，乳衛畢三体で三三さこれる輩力1（衛星消

．い、費電力，）．・とγマ．．若ト∴デ学皆r4、で三三さ「μる軍力丈，余剰電力）と

　　ぐ・三三蓼翠湿る・ψ筋・照星揖動については滝‘

話三冠田田判定さ’胸・遇ヒ・メ：賊殿？・継ケ紅：く練め・比較

　　、1両三廉最ぐま三重とζが℃四丁・る9

　　　　　　　　　　　　　　　，r’3・「



　　＿方，余剰電力kついそ底∴電庄ゴ電流のデセメ下1り測定点がな

　いため，シャント・デシベータの制御信与℃シャントb“ラギブ電

　圧）・等のデレメ下ザ∵データをも』ど忙推定ぜざるを得同店6しかし

　：な参ら，：これ：らは，温度編め髭響を受げて変動し易いもと）であり，

　精度良く：余剰電力を推定するヒ乏は困難であ為d

　…以壬の・ごどかち・∴－発生竜かめ確認めための試験は，太陽電池発生

　電力が最も少くなる夏至付近を選びジ通常使用・じな熔徳星内部の

　1ビがタを1動作させ，：衛星消葺電力を増大させるこ・どによ’・り，余

　剰電力を可能な由り少〈した状態で実施した。’その結果は；次のと

㌶掬である∵ミー．・』囮；・〕亭…∴一一忌臣∫二

・～（わ詠・ヒ」〆を動作させ，徳星面心電力が7・4σW一さあっだ』時》・保i護

　一向路が作動した6・この保護磁路は，太陽電池廃油電がが備雌蕊

　　舜加奥秘二状冠詞：回田る＝もσ詰る叫この三

三点そ粂剰雷かば0と友リデ太陽電池φ饒生蜜ガは約74℃Wと

　　誰豪きくれ▼為b畜ヤ　』じ・机　 ・∴∫〆「 ｱ　1ヒニ　㌘』』・・　－’：：㌧　享『一1・』　涯　‘　」・∵齢：1』．「一＝

匹6箆凄勧づ燃鰍の白身肖費勧は42㌃・継∴め時の

　　テレメトリ・データから外側パネルの14ストの・ジ：グめうこち10

　　ストリング分がシャントされており’（衛星本体へ電力を供給してい

　　ない状態），電力は残りの4ストリ1ジグみ崇ど内側染ネぞルに：まずそ供

　　給き峨ぞ熔充♂めかを』b・縦6ち埴1は内堀〉疎・ゾが設計キ測値

　　壱駒の電力を発生しそいれ鵡して葡み碓給崩蔀あること

　・☆かちデ内側弁ネ1ルた何らがの油壷合が生’じだものこど考えちれる。

忌③’ごがゼ翌ヌをスれおどどkよめ増茄し牽供給電ガ・3セOW

泣，Cヨ74b宙二4セOVの・：は外伺¢ジゴdズ∴ドザゾク秀渉ら供給された

　　ものであるので，1ストリゾグあだりの発生電かば合喜魁なる・
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「「

ｪ∴この値妹設計値「とほぼ「一致して蔚り外側づネノヒに’ H．いては支

　障は生じてい旧いと推定される。　　l　rl』1　ン，．　’

　以上のでとから・，一太陽電鞄パ「ネルの発生電刀は・・．、太陽電池全体に

ではなく・，・内側パわレに何らかり不具合が生．じた鋤、，．減磨したも

のと考えられる。

㈹　発生電力に関するテレメトリ・データ等の解析

　　・太陽電池発生電力の確認のための軌道上試験にξり：鋭これが低下

　．していることが糊したため・批げ直働ら：倣ヒ赴リ●デー

　タ’に・ざかのぼり・ジ発生電力の低下傾向の推定を行：2牟・・

　　前述のと澄ち∵テレメトツ魂デー季から精度温く発隼電力を携定

．．・ ｷることは困難であるが，不具合が内側づ多ノヒに隼レズいると考え

　　られることを考慮しはた濁麟騰に2呼もBl二2aの動

　作状態に可能な限わ近づけて発生電力の解析を行い，精度向上を図っ

　た6・これ’によ；って求めた発生電力の傾向に図◎に示すζおり哲あり・

　次め「ような特徴が認めちれ為・＼ごぜヨ∵∵・．．亭斜∫＼1冷、3，

　①・太陽電池バネ～レ・の展開直後り発生電力は・；殻計予測ξ冷りであ

　　る・三　　　　　　「　　　㌧㍉1い・・F
　②　発生電力の低下は3初期（最初4）食：期間・に入為飾言力㍉ら始まり・

踏その程騨初期に大きく冨・そ娠徐々に小ざぐな？・かる・

忌㈹㌃、1その他の事項に関す：るテセノ、ナ．防・9デニ三等9解析漏，

　　　その他・テレメトリ・データ等の解析；を・行舜旧記吹のこと力等

　　確認された。

　①・姿勢制御デ亘タ・及び太陽電池ベネ～レ指向・方向晃丁逐を解析した
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　　　結果，異常はなも太陽電池パネルは正常に展開されて回り・指向

　　　方向も正常である。

㌦　』（飢衛星の温度制御デ二恩を解析した結果・洛部の温浴は正常で熱

　　　’制御材への汚染は宏ぐ，衛星全体にわたるような汚染はないものと

　　　推定される。・　　　　　　　　　　　　　　　　∵．

　　③日’淑徳に油ける太陽電池パネルの渥度は25～35℃であり，

　　　正常であ為。

　　・：④・b食時に於げる太陽電池パ9ネルの最低温度は約「・140℃であり・

　　　設計予測範囲内で坐る6…・

　　⑤太陽電池パネルから電力をとり出じているパドル駆動部の温度

　　　は正常セあり’1ヌリップリングの接触不良はないげ

　ざ⑥屑右1虹自二2及びdMS－3の宇宙環境モ≒官等のデ㌫タによれ

　　　ばジ学宙放射線量は設計時の想定値以下であるぴ．洗詰

悲『 ?E：F中■（∫Faulf－二Tr6『e－A直aly前s、）ての手法を用いた：解析・

　　　上記（D～㈹の解析で得られた結果をも1とに，－F切Aの手法を用い

　　”七感官究萌を行う：どどどし：1必要と考えちれる以下の試験調査を

　　行った。

　∵①朗秀雌ダイ穿冨’ド試験・丁∵写．党：1回忌．∵・

　　　　』∴画院電池諌ネルの裏側に取り付けられ；・・各ス、ドリングの出力側

　　　　に接続されていゐ分離ダイオLドの啄線故障の可能性を確認する

　　　　たあ庭∫低温㌔真空環境及び熱真空サ，イニグ万環境で通電試験を行

二1融∫／ 轤ｿたが∵支障庶認あぢれ癒マかっ・たσ…　　ゴ∴㌦∴、統・

　　　②ダイオード・ボrド出力コネクタ試験・♂皆∵㍉

　一点嫡太院電池レぐネ1ルの裏側め分離ダイオ剛…ドが取付げられ七いるダ

∴お・』

囎

醜）

　イがド・ボ7胆出力：コ舷榔酉弓田断稼三冠可能性を

確認す羽冠・熱餌～獄靴行ったが・支障曜め〆られな

　，，カ｝？たρ、二、

』③∴甲ニタリ．一3〆著べ諌験鼠　・一，　二：記

　　太陽電池づネル屡二時に展開運璋を制限す：：るrニタリ．r・・ダン

　・下から¢）・γリコ／，オ柔々の漏れが，太陽三絶直言拡ボリ汚染す

　ゐ可能性を確認するためジp二三斗「・〆／づ、¢）熱三聖試験を行

　　つたがジ漏れば認めちれなかった。㌃また、シレコン、・・オイルをパネ

　ルの構成材料に滴下して拡散試験を行つ衆が，1紫外線照射のもと

　ではシリコン・オイノレ依固化レ，、弘散し窺いてとが確認された。

　④　シゴツ∴ト回路解析吟　　　　　　　∵、、．．．

　　∴、野ン・ド穏えZ・ジ盈タρ動作特性を把揖ら勲暴走等による

　　短路故障が無いこと1，を確認象るた：醜τ酵1紘）飛但蹄≠～解析をBS

魚2・、・魚道」・デ纏齢桝て行っ・たが迂落そジス初二夫

　　消費電力，‘ジャジク7ヨン温度とも設計時の値より低く，支障は

　　認めら紘かケた・∴ゾ以・憾∴∵偲㌧三：．、、

　⑤　静電荷放電解析1・1．『、．：∴／：1既霜　お罫ξ穏，1侶ガξ．

　罷汰陽：電油辺づ」rガ沈ヌの表再に帯電レブζ静電荷炉心軍レ・．太陽

　　電池匂レ・ダイ≠≒ゴド三哲逗子下一ゼト彦｝魁1蹴込等を破出するこ

　　とがないことを確認するため∴二三荷放電解析を行ったが，放電

　　に：よる電流値，エネルギニは小さ癒♪影響ρ塗込ζζが確論され

瓦た。・が∵∴1漉，¶・：＼・／，㌶ジ1、．、ll、＼一∵陀冠∴∵

・二⑯∴ブポジガモ密タkよる汚染二二所勺ド縮’、嘘以雰

’；1 V昌プポヅ國モ量七言撚焼すみ際威内側惑三七が汚染さ丸2太陽光

・i透過損失が生レる可倉旨悔を確認するた回忌染物輩匹なり得ると

一7r、
晴
．
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　r考えられ乙炭化水素類を太陽電池の表面に付着させ，これに紫外

　　癒を照射して透過損失を測回した「とヒろ，’分子量め大きい炭花水

　　素の場合礁1ヒが生じ，2・㎎／f・2に相当する面諭・，…時酌

　　紫外線照射で，12％の太陽光透過損失が発生することが判明した。

　⑦L太陽電池・ぐ’ネ・ルと）－設計」製造忙蘭する調査－呪

　　与’太陽電池パネルの設計」製造に係や問題め有無を確認するため，

　　「使用部晶，太陽電池セル及びパネルの組立，製造，検査，試験の

て＼方法を調査した結果，特に問題は認めちれなかった。、

’「L ﾈ上の試駄調査友びと乳まその解析結果をもとに」．図7に示す

　：ようにFTAによる解析を行った結果1

　①太陽電池の内側パネルに不具合が生じているごど・

　、②一∵太陽電池天采ノジ農開直後の発生電力は正常であったが・そ

　　の後家財に低下参始まっせいみごど・

　・③’発生電力の低下は，『最初め食期間に平石前に始ま：っている

　　・きこ・ど∵　＼・

　④　発生電力の低下は段階的なものではな吟こと・＼∵，、

　⑤，炭化水素類は紫外線の照射により黒化ナるヨごど∵

　専がら∵ネ具合の凍歯ばデボジ・尾ぬタの燃焼¢1’際に発生するガス

づ忙よる太陽電池〉ぐネルの汚染に絞ぢ翻るb～’・

㌧⑭罷不真合原因め詳細検討∴F一

　　アポジ・モータが高真空の宇宙空間で燃焼した場合，、．ノズ々から

酬さ鴻ガスは広櫛眺痴り’，欄的証かで働る繊気

　ゾf・鼻め中融がら9。・以上の衛星本体側の側扁で到達する・

　　☆今画の9’S」2；。暢合，デポジ・1・：’モ∴’燃焼中州まとしてH・・

8一

⑱

穐峨

　CO・HC4・H：20・N2等のガス．が・燃焼終了後はイン弘ユヒ7シ

ーヨンの熱分解によって主どレて炭化水素（イツフ1レン・，テ．ノヒペン三

等）が噴出される・このうち・環化水素については・検討O三三・

．太陽電池表面鮒着し易く譜団子量ρ大沼閃ピ螺蘇鱒

昌如よつて黒化するζζが確認ざ胞てや為・・．ζρこζから2燃焼の際

卿スによる蝿馳雑鋤の低下はど以下例肝ズムにより

生じたものと考えられる。

・④　ア．ギジ㍉・モ「タ，㊥燃焼の際，ノズノヒヵ・今噴出される等化本素ガ

　スが，排気斗手ットの中ノ心軸かウ♀o．場‡ρ雪平杢冊子にまで

　まわり込み．（図．β参照：〉ン太陽輩池州～レ（？表面に付着する。

②付着した炭化水素のうち比較的分子量の大きいものが，その後

　の太陽光の照射によって紫外線を吸収し，活性化した分子どうし

　が結合してより大きな分子となる。また，一方では，結合力の弱い

　メチル基等はガスとなって離脱する。これらの反応が繰り返し四顧

　『われ，分子量の増大とともに二重結合も増加し，炭素の占める割

　合が大きくなって黒化する。

③　汚染された太陽電池セルは図9に示すように，内側パネルの露

　出した下部30cmの領域（各ス．トリングの78直列のう．ち13直

　一列分にあたる）と考えられる。1直列は太陽電池セル5つの並列

　巌となっているが∴セルの表面が汚染され，黒化縫み，入射

　光量が少くなると，1ストウングの発生電流は」、汚染された13

　直列のうち汚染の程度が最大の部分で発生する電流に制限される。

　　このことにより，発生電力が低下することになる。
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　（5）対　策

　　　以上の検討結果から，B忌一デ2aの太陽電池発生電力の低下の原因

　　は，アポジ・モボタの燃焼の際に噴出されるガスによる内側パネルの

　　汚染と考えられる。このことから，放送衛星2号一b（BS－2b）

　　に招いて向様の不具合が生じな硲よう，次の対策を講じる必要がある・

　　①内側》くネルが，アポジ・モーダ燃焼の際噴出されるガズにより汚

　　　染されないよう，シールドを施すQ

　　②τこめシールドにつ広ぞ，熱解析，振動三三熱真空試験等を行い

　　　搬能を確認サるとともに，これをシ家テムに組み込み，所要の各種

　　　・試験を行い，ジステムとしての性能を確認する6

　　　し　　㌔　　　、　　　　　、師　　　　　　㌦　　ミ　．　　　　　　　　　．

　　　　q　　！岡駄鷺乱　　　”　　　　　　　一・　　＾　い．　‘
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5．テレメトリ・エンコーダの作動状況について

　（1）　テレメトリβエンコーダの作動状況　　　　　　　　　　　，

　　　　BS－2aでは，衛星の動作状況を地上で監視するためのテレメト

　　　リ系を主系，予備系の2系統搭載しており，打上げ以降正常に動作し

　　　てきた。．しかるに・昭和60年8’月1日午前3時5分1秒にテレメト

　　　サ．デ丁半の取得が不可能となρた・このとき．・主搬送波（ドバンド

　　及びSバンド）の周波数及び受信レベルは正常であり，また，副搬送

　　波の存在も確認されたことから，データ取得不能の原因は衛星に搭載

　・：されて矯るテレメトリ・エンユーダの故障によるもの、と判師され・同

　　　日午前7時5分頃・予備系のテレメトリ・手ンヨーダに切換斥ウれた・

　　以降レ正常にテレメ．ト刀●データが得られて澄外衛畢放送今の：影響

　　依隼じていない・・　．　　・　　♂　　、

　（2）㌃主系テレメ、トリ・エンコーダの解析。、気．　　　。．　．　．

　　㍉テレメ奇リ・エンコーダの構成妹図1、0に示すとおりで拘る。各種

　　テレメトリ・データは，アナログ・データ，バイ≠リ・デニ4ある

　・噂シリ・アルヅジタイヒプータとし｛入力さちアナログ信号は・

　　　アナログ・デジタル変換器でデジタル信号に変換され，ブータ・

∵　掌レク〆で他のプジ孕孕乍号及なび同期信号ζζもにえレ～‘♪ツ’フォ

∴．凹マジトに編集さ二四Rデータ乳雫レク峯から出た儒二四・Bi一φ

　　　（Bi－1・v・1一・plit－ph・・e膝舞旭蟹信号か餌ヒφ

　　信号に変換され・．これによりBi一φ変調畢で1♀2k旦zの副搬送波

　　がPSK変調され，Sバンド送信機へ出力ざれる。　　　一
　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　　主系テレ塔ト防！コ…／コニダの故障原嗣（？準牢のた均に㍗データ取

　、・て得が不能となった時点にお姶｝く確認さμた事項下腕とめると次のよう

一ユ㌔1「

／

ノ



　　になる。

　　①sバン吸磁バン三主艦波の周渡数及び受信レベ磁正常

　　　であった。’

　　㊨　副朗話疲は存在していたが，ゼッ下同期が行われなかったる

　　6　子レタ1ト㍉∵エ’ン』一ン近傍め：温度ぼぎ夏期あ低温期間：であった

　　鳶融醜ふ迦と・1功1』纏磯の轡

　　以上魔項盛と妨レ丸心歳ソコL回忌成蘇について・

　　　輪データが全部・勲は全部・となるはずで泌瓜得ら派デ

　　　一箪は1と0の混合であること

『②データ・一〃の融ゆぞは・β鱗のデ函三脚
　　ズ並扇椿成と左らてい∫るガ卦ジ敢袴データ淋3種類とも全部異常になつ

　　　ているととn

　　〆6謡送波廃熱叡び藍鼠・レ旅づ廠巌ジP舘翻器棚1

罵　電送渡k扇』グオソ諏七晶どどト　　　㌶

　　輪考慮務と1図責蘇智・船：加と籾∵㌃デゾメー向1地ンコ

　　　づ合i訪変換器F・二’朗’三一一一・∴㍗・・

　　　　。Bトβ変藷國＼∵・一…堂凪一∴∴1ン・＝’恥∴

　　　・oニジゴ」♪益：爵器ぐB’ゴニφ変換器ぺの出力部）’ゼ｝一

　　　…と景tぢめ回路ほ∴デジ汐ル士d’CC二MO3層γ，ブナロ・4♂スィ’ッ

1疇12一

㈱

備

チ．（CrMOS、），四球レーシ・，戸ナルアンプ等のIC類，抵抗及びコ

γデンナからなり・・プ・リ必ト基板上に組み立てら1れている6ζれ／ら電子

回路について，故障Q三冠回して四這られる事項に関してさらに詳細

な検討塗行うた結果は以下に示：すと回りで回る6・1　・一．∴ツ

①lq類¢》溶ク：．リ／ブ三一7グ：．，

　　江ρ類は走査型電子顕御鏡による検査ジX線検査等を含むスクリ

　一1二．二γグを行lgて回るb旺∫、一・．。1’；噸：∴∵・∴四丁…へ…㍉

②三三，．4ンゲ〆サ回り選定・・一、帆…一㌶留

　．抵抗ヂ1コ／プ1ンサ類嬬広く宇宙用部品として認定ざれでいるも

　ρ姶ら選定して澄り・使用条件も認定条件に従うて匝る6∴1∵

③　はんだ付け

　　はんだ付けば，米国航空宇宙局の基準で認定された作業者によっ9

　て行われている。

④静電荷放電対策

　　宇宙空間では，衛星に太陽からの荷電粒子を受けて帯電するカ1，

　BS－2aでは衛星内部で放電が生じないよう対策が施されている。

⑤　放射線対策

　　宇宙空間の放射線による電子部品の劣化については｝5年間の予

　想被曝量に対して2倍以上のマージンが設定されている。

　以上のと回り・テレメトリ●エンコーダの製埠過程・品質管理等に

旧いて故障原因となり得るものは認められなかった。ま．た，デ7タ取

得不能となった頃の1日の温度変化幅は約15℃であり，かつ，温度

変化の割合も緩やかであるので・温度ストレス嚇かったものと考え

られる。
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　・てのように，今回の主系テレメドリ」エンコL一ダについては，製造

・過程；運用状況等に関し℃特k周回ど成り得るものは認めちれないこ．

乏から∵一B1一φ変換審ジBi一φ変調器もしぐはグロシク分周器を

構成する電子回路の仏ずれかめ部品た偶発的に故障ヵま発生した李のと

推定せぎるを得ないρこのような故障の発生に対処ずるためジB’s－

2a・では主要コゾポー』ネットを1冗長構成固し・信頼度め向上を図って

於り，今回も予備系に切り替えることで運用上の支障は生じていな6。

　BS・一2bに対しては・システ『云試験》射場脚後の試験等‘旧い

・てデデレメ『hザ・エ・’ゾゴ量ダめ作動状況を詳細に監視レジ性能の確認

を十分に行うて．：どが望まししい6，ジ∴：・∴』一　滋・＼．

［一 P4一

備

驚鱈

低下及び主[メトリ曽　惚聴骨紛礎騒を行
2…解団太陽電回忌雛丁に：ついては・アポジ●モータ

轍の際剛rれる搾即詰三三が興図れ・
、．ま危誘テヒ測帰ンゴ御ゆ・三三の部品雌
が生じたも ﾜ湿る：1．したがって！放送解2号一b（BS－

2b）A即ゆ湘轡融鳶勘ようシールド甑潭
票嚇を実施してそ磯1螺哲う〕贈回忌・またジテレメトリ

漕ニダ働9ア縣騨紅キ：弊即腱能曙

∴ゴぢ一二脚
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表2　電源系コンポーネントの機能

コンポーネン　ト 機　　　　　　　　　能

・太陽エネルギーを電気エネルギーに変換する。　　’

太陽電池パネル ・衛星寿命三三中，バッテリ充電を含む各負荷に必要な：

’電力を供給する。　、
解箪

　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　智E太陽電池パ率ル発生電気エネルギーを蓄積する。　　　　　　　　　　　泥

ノ｛ ッ　”テ リ
」 。打上げ及び食時における衛星必要電力を供給する。

・アポジモータ点火，太陽電池パネル展二時の電力を供
給する。　　　　　　　　　　　　　　　炉　　　　　一　　　　　　　　　　　直　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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（アナログ・データ）

マスター・クロック

　　バツ　フ　ア
（シリアル・デジタル・データ

A7基板

マルチ・プレクサ
（シリアル・デジタル・データ）

Bi一φ　変調器

［亜］一一一

翻

ワード／フレーム
　　カウンタ

クロック分周器

　　192kHz
副搬送波発生劃

一一一一一
Zデジタル・データは正常のはず、しかし全データ異常

一一一一一一 Z同上

一一一一一一 ZPSK復調器が副搬送波にロック・オンしている

　　　　　　　　　　　　

＿＿＿＿＿
寃Vリアル・デジタル・データのみが異常となるはず、しかし全データ
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一一一一一一
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。同上
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○同上

δ三口雅泣輪項目　　　（テレメトリ・ロック・オフを引起こす電圧は副搬送波の発生に使っており、副搬送波は正常であった。）

肩　　　　　　図11　主系テレメトリ・エンコーダの故障原因究明のためのFTA
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